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祝
祭
日
は
国
旗
「日
の
丸
」を
揚
げ
ま
し
ょ
う 

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）
に
勝
海
舟
を
艦
長
と
す
る
咸
臨
丸

に
よ
り
初
め
て
「
日
の
丸
」
が
海
を
渡
り
ア
メ
リ
カ
へ
。
そ
の
時

記
念
に
日
米
双
方
か
ら
「国
旗
」の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  
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第
一
期
工
事 
新
社
務
所
上
棟
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暦
の
上
で
は
立
夏
を
過
ぎ
、
ま
も
な
く
田
植
え
を
迎
え
る

こ
の
季
節
、
夕
暮
れ
に
田
ん
ぼ
か
ら
雨
蛙
が
鳴
き
始
め
、
そ

の
泣
き
声
が
な
ん
と
も
心
地
よ
く
、
日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ

の
蛙
の
鳴
き
声
や
、
秋
の
虫
の
音
に
風
情
や
情
緒
を
感
じ
る

の
は
、
島
国
で
あ
り
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
自
然
・
風
土
に

育
ま
れ
て
き
た
日
本
人
特
有
の
感
性
の
よ
う
で
す
。
あ
り
が

た
い
事
で
す
。 

 

最
近
「
食
」
に
つ
い
て
は
様
々
な
問
題
が
取
り
立
た
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
日
本
は
古
来
よ
り
「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」

（
日
本
国
の
美
称
・
豊
か
な
水
辺
に
葦
が
生
い
茂
り
、
五
穀

豊
穣
に
恵
ま
れ
る
美
し
国
）
と
称
え
ら
れ
る
農
業
国
で
し
た

が
、
政
府
の
矛
盾
し
た
政
策
で
食
料
自
給
率
が
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
と
い
う
嘆
か
わ
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
近
郷
は
も
と
よ
り
日
本
の
田
園
が
永
く
久
し
く
豊
か

に
耕
作
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
氏
子
皆
様
に
は
こ
の
度
の
「
奈
加
美
神
社
改
称
百

周
年
記
念
事
業
」
に
際
し
ま
し
て
、
絶
大
な
る
ご
協
力
、
ご

奉
賛
を
賜
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
第
一
期
工
事
・
社
務
所

新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
末
入
札
に

よ
り
施
工
業
者
（
今
坂
工
務
店
）
を
選
定
し
、
一
月
二
十
一

日
に
旧
社
務
所
の
解
体
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
、
解
体
後

に
泉
佐
野
市
に
よ
る
埋
蔵
文
化
財
（
湊
遺
跡
）
の
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
旧
社
務
所
建
設
前
（
大
正
時
代
）
に
一
度
調 

        

査
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
？
特
に
目
立
っ
た
出
土
品
も
無

く
ほ
ぼ
予
定
通
り
二
月
十
七
日
に
奉
賛
会
・
町
内
会
の
役
員

の
ご
参
列
の
も
と
、
雪
が
舞
う
な
か
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
三
月
に
は
浄
化
槽
を
据
付
け
、
四
月
に
は
基
礎
工
事
、

去
る
五
月
十
二
日
に
目
出
度
く
上
棟
祭
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 

新
社
務
所
の
竣
工
は
本
年
十
二
月
上
旬
を
予
定
致
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
に
は
第
二
期
工
事
と
し
て
、
拝
殿
の
御
屋

根
の
修
復
、
外
壁
の
塗
替
え
等
、
各
所
の
修
繕
を
予
定
致
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
百
周
年
記
念
事
業
の
奉
賛
活
動
に
つ

い
て
は
、
氏
子
総
代
・
町
内
会
・
農
業
関
係
団
体
・
敬
神
婦

人
会
を
中
心
に
選
出
頂
い
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
「
奈
加
美
神

社
奉
賛
会
」
の
役
員
さ
ん
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
す

で
に
ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
ご
厚
志
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

皆
様
に
は
、
何
卒
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

     

去
る
五
月
十
二
日
に
晴
天
に
恵
ま
れ
て
新
社
務
所
上
棟

祭
を
迎
え
、
棟
木
に
御
幣
・
五
色
布
・
末
廣
を
飾
り
付
け
た

御
幣
串
を
立
て
、
右
に
は
天
の
矢
、
左
に
は
地
の
矢
を
飾
り
、

祭
場
に
は
忌
竹
を
立
て
、
注
連
縄
を
張
廻
ら
し
、
神
事
が
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
ず
修
祓
（
お
祓
い
）、
降
神
、

献
饌
、
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
四
方
・
棟
木
清
祓
の
後
、
今
坂 

        

工
務
店
・
奥
野
敏
夫
副
棟
梁
が
御
幣
を
執
り
、
「
千
歳
棟
」

「
万
歳
棟
」「
永
永
棟
」
の
声
も
勇
ま
し
く
、
今
坂
忠
棟
梁

が
棟
木
を
打
ち
固
め
ま
し
た
。
そ
の
後
神
職
に
よ
り
鬼
門
・

裏
鬼
門
の
方
角
に
散
餅
を
行
い
、
参
列
者
が
玉
串
を
捧
げ
、

予
定
の
工
期
通
り
工
事
が
安
全
に
進
み
、
立
派
な
社
務
所
が

無
事
に
竣
工
し
ま
す
事
と
、
末
永
く
棟
が
落
ち
る
事
の
無
い

よ
う
に
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

        

             

基 礎 

上 棟 祭  棟 飾 

御幣串 
天の矢 

鏑矢 
（かぶらや） 

地の矢 

雁股矢 
（かりまたや） 

破魔矢とも云われ、天と地に鏃(やじり)

を向け邪気払いの意味とされている 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お宮参り・厄除け・安産祈願 
七五三・車のお祓い 
地鎮祭・住宅入居のお祓い 
神道家霊祭等、各種お祓い 
受付致しております 
お電話にてご予約お申込み 
下さい 

 
鎮
守
の
杜
の
植
物 

― 

蓮 は
す 

― 

 

 

ご
祭
神
の
紹
介 

 

今
後
の
行
事
予
定 

      

私
の
趣
味
は
「
園
芸
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」
で
は
無
く
あ
く
ま
で
も
「
園
芸
」
で
す
。
和
花
を
基
本

に
、
如
何
に
奈
加
美
神
社
の
景
観
に
合
っ
た
植
物
を
育
て
る

の
か
を
、
い
つ
も
無
い
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
第
一
号
で
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
「
花
菖
蒲
」
は
ご

祭
神
の
ご
神
徳
に
因
ん
で
栽
培
し
て
お
り
ま
す
し
、
ま
だ
ま

だ
形
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
当
社
の
神
紋
「
藤
巴
」
に
因
ん
で

「
藤
」
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
回
は
「
蓮
」
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
蓮
」
？
と
云
え
ば
仏
花
や
か
ら
神
社
に
は
ど
う
や

ろ
？
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
写 

真
の
と
お
り
、
今
か
ら
約
四
〇
〇
年
前
に
建
立
さ
れ
た
本
殿

（
大
阪
府
指
定
文
化
財
）
の
正
面
唐
破
風
軒
下
の
彫
刻
に
、 

お
そ
ら
く
「
蓮
に
唐
草
」
で 

あ
ろ
う
綺
麗
な
彫
刻
が
あ
る 

の
で
す
。
四
〇
〇
年
前
の
事 

で
す
の
で
仏
教
的
影
響
も
受 

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
… 

 

去
年
親
類
に
蓮
根
を
頂
い 

て
育
て
て
み
た
と
こ
ろ
牡
丹 

の
よ
う
な
白
の
八
重
の
花
が 

咲
き
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
ら 

れ
た
愛
好
家
の
方
か
ら
蓮
根 

の
交
換
を
お
申
し
出
を
頂
き 

ま
し
て
、
逆
に
多
く
の
品
種 

を
分
け
て
頂
き
ま
し
た
。
都 

合
十
鉢
程
の
挑
戦
で
す
が
、 

上
手
く
行
け
ば
八
月
頃
に
は 

咲
く
の
か
な
と
思
っ
て
お
り 

ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
下 

さ
い
。 

ま
た
、
花
菖
蒲
も
六
月
中
境 

内
に
並
べ
て
お
り
ま
す
。
昨
年 

は
い
ま
い
ち
の
出
来
で
し
た
が
、 

今
年
は
更
に
品
種
も
増
え
、
期 

待
で
き
そ
う
で
す
。
お
待
ち
致 

し
て
お
り
ま
す
。 

   
 

 

奈
加
美
神
社
に
は
多
く
の
神 

様
が
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
主
祭
神
は
誉
田
別
命

（
ほ
む
た
わ
け
の
み
こ
と
）
と
申
し
上
げ
第
十
五
代
天
皇
の

応
神
天
皇
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
配
祭
神
の
比
売
命
（
ひ
め
の

み
こ
と
・
后
）
と
、
息
長
帯
姫
命
（
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

の
み
こ
と
・
母
、
神
功
皇
后
）
を
併
せ
て
一
般
的
に
は
八
幡

さ
ま
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

勝
運
・
厄
除
開
運
・
安
産
・
学
業
等
の
神
様
と
し
て
篤
く

信
仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

総
本
社
は
大
分
県
の
宇
佐
八
幡
宮
で
、
全
国
に
は
約
八
万

の
神
社
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
八
幡

さ
ま
を
ご
祭
神
と
す
る
神
社
が
一
番
多
く
、
約
二
万
社
を
数

え
ま
す
。 

 

母
君
神
功
皇
后
が
異
国
に
出
兵
し
た
際
、
そ
の
胎
内
に
て

す
で
に
異
国
を
征
し
て
国
威
を
輝
か
し
め
た
こ
と
か
ら
胎

中
天
皇
と
も
称
さ
れ
、
武
運
の
神
と
し
て
武
門
の
誉
れ
高
い

清
和
源
氏
の
氏
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
ま
し
た
。 

 

源
頼
朝
が
天
下
を
統
一
し
鎌
倉
幕
府
を
開
く
に
あ
た
っ

て
鶴
岡
八
幡
宮
を
遷
祀
し
、
幕
府
の
守
護
社
と
し
て
東
国
武

士
の
中
心
的
信
仰
と
な
り
、
全
国
的
に
八
幡
信
仰
が
広
が
り

を
見
せ
ま
し
た
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五
月
下
旬
～
六
月
中 

 

花
菖
蒲
奉
納 

 
 

六
月
二
十
日 

 
 
 
 

御
田
植
祭
（
虫
送
り
） 

 
 

七
月
下
旬
～
八
月
中 

 

サ
ギ
草
・
蓮
奉
納 

 

 
 

 
 奈加美神社には中庄・上瓦屋・湊の村々の神様が御本殿に合
祀されており、境内末社として大宮稲荷神社、計知の神（ケチ
ノカミ）がお祀りされております。 
 順序としては、鳥居をくぐって神域に入り、手水舎で手と口
をすすぎ身と心をお清めします。 
 先ずは御本殿から参拝します。賽銭箱にお賽銭を納めます。 
鈴緒を振って鈴を鳴らし、清々しい鈴の音色により心を鎮め、
お清めします。「二拝二拍手一拝」の作法でお参りします。 
 続いて、大宮稲荷神社、計知の神をお参りします。 
 
※参拝者から「身内に不幸があったのだけどお参りはどうすれ
ばよいでしょうか？」とのご質問を頂きますが、目安として神
道で云う五十日、仏教で云う四十九日を超えてからお参り下さ
いとお答えしております。五十日を経ずにどうしてもお参りし
たいと云う方には、清めのお祓いを受けて頂いてからお参り頂
きます。 
 

 

本殿唐破風軒下の彫刻（蓮に唐草） 

 

 

廬山白蓮 

 


